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審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

15

予
算
（
第
５
回
）

　

中
央
線
連
続
立
体
交
差
化
及
び

駅
周
辺
開
発
に
係
る
諸
問
題
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
駅
周
辺
整
備
調

査
特
別
委
員
会
委
員
は
、
中
央
線

高
架
化
工
事
期
間
中
に
踏
切
を
利

用
す
る
歩
行
者
の
安
全
対
策
を
関

係
機
関
に
求
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
４
日
の
本
会
議
に

『
中
央
線
高
架
化
工
事
期
間
に
お

け
る
安
全
対
策
を
求
め
る
意
見

書
』（
内
容
に
つ
い
て
は
７
面
「
意

見
書
・
決
議
の
要
旨
」
参
照
）
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
可
決
を
受
け
、
平
成

　

年　

月　

日
に
議
長
、
副
議
長
、

15

12

10

駅
周
辺
整
備
調
査
特
別
委
員
長
、

同
副
委
員
長
、
同
委
員
３
人
及
び

議
員
２
人
の
計
９
人
で
都
庁
に
あ

る
都
建
設
局
道
路
建
設
部
に
直
接

意
見
書
を
持
参
し
提
出
し
ま
し
た
。

　

次
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
工
事
事

務
所
に
行
き
意
見
書
と
同
趣
旨
の

内
容
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
、
健
康
診
断
に
関
す
る

利
用
者
増
へ
の
予
算
が
組
ま
れ
、

生
活
保
護
世
帯
の
増
に
対
す
る
予

算
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
失
業

中
の
市
民
を
対
象
と
し
た
緊
急
地

域
雇
用
創
出
事
業
の
追
加
補
正
が

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
は
、

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
の

再
開
発
に
関
わ
る
予
算
が
減
額
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
は
、
再
任

用
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た

め
市
民
サ
ー
ビ
ス
現
場
で
支
障
が

生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
再
任
用
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
①

既
に
成
立
し
て
い
る
職
員
再
任
用

条
例
執
行
の　

人
分
の
給
料
等
で

16

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
第
２
次
行

財
政
改
革
を
推
進
。
②　

人
を
雇

13

用
す
る
二
事
業
費
で
市
民
の
雇
用

を
早
く
し
て
ほ
し
い
。
③
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
等
の
受
診
者
増
の

経
費
は
市
民
の
健
康
保
持
増
進
。

④
子
ど
も
育
成
支
援
の
あ
り
方
調

査
の
経
費
と
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
工
事
費
は
子
育
て
支

援
に
必
要
。
⑤
生
活
保
護
費
、
児

童
手
当
や
小
学
校
就
学
援
助
費
等
。

全
て
市
民
に
必
要
な
予
算
で
賛
成
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

定
年
退
職
者
の
雇
用
保
障
は
必

要
だ
が
、
市
職
員
の
み
優
遇
の
再

任
用
制
度
に
は
反
対
す
る
。
失
業

者
は
多
く
、
市
民
の
働
く
場
と
し

て
の
市
役
所
の
検
討
も
必
要
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
を
進
め
、
市
の
正

規
職
員
だ
け
で
な
く
非
常
勤
職
員

や
業
務
委
託
先
の
従
業
員
の
労
働

条
件
の
適
正
水
準
を
維
持
す
る
の

も
市
の
役
割
。
提
案
さ
れ
て
い
る

再
任
用
制
度
に
は
市
役
所
業
務
全

体
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
。

　

再
開
発
事
業
は
ビ
ル
の
売
却
目

途
が
た
た
ず
破
綻
は
明
白
。
減
額

し
た
予
算
を
こ
の
ま
ま
凍
結
せ
よ
。

ム
化
事
業
や
図
書
館
の
新
聞
記
事

地
域
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
委
託
な
ど

を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
６

12

18

人
の
議
員
か
ら
再
任
用
予
算
を
削

除
し
た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り

否
決
し
、
原
案
に
つ
い
て
は
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

創
出
事
業
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

中
で
も
、
再
任
用
制
度
に
つ
い

て
は
、
第
２
次
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
制
度

と
民
間
活
力
等
を
活
用
し
な
が
ら

人
件
費
抑
制
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
再
任
用
制
度
に

つ
い
て
、
担
当
業
務
、
業
務
運
営

上
の
対
応
及
び
職
務
権
限
等
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
市
の
説
明
と

し
て
、
再
任
用
職
員
は
、
正
規
職

員
と
全
く
同
じ
で
、
職
務
権
限
に

つ
い
て
も
正
規
職
員
と
同
様
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

緊
急
地
域
雇
用
創
出
事
業
は
、

公
共
用
地
境
界
図
等
管
理
シ
ス
テ

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

15

算
（
第
５
回
）
は
、　

月
１
日
の

12

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

11

ま
し
た
。

　

本
補
正
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

千　

万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

507
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ　

億
６
千　

万
４
千
円

311

436

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関
係
、

再
任
用
制
度
及
び
緊
急
地
域
雇
用

東
京
都
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

要
望
書
を
直
接
提
出

� ������������������������������������������������������������

反
対
討
論
（
要
旨
）

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
議
会
が
武
蔵
小
金
井
駅

南
口
の
再
開
発
の
予
算
を
否
決
し
、

市
長
も
議
決
を
受
け
入
れ
る
と
言

い
な
が
ら
、
他
の
予
算
か
ら
流
用

し
て
執
行
し
た
こ
と
は
地
方
自
治

法
違
反
。
第
二
に
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
計
画
を
業
者
か
ら

見
積
書
を
と
り
予
算
額
を
決
め
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
同
じ
業
者

と
契
約
、
し
か
も
業
者
は
同
じ
時

期
に
都
市
公
団
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

の
設
計
を
受
注
し
て
い
る
の
は
不

自
然
。
第
三
は
、
清
里
少
年
自
然

の
家
の
不
明
朗
な
委
託
契
約
と
不

用
額
を
放
置
し
た
こ
と
は
問
題
だ
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

反
対
の
最
大
の
理
由
は
、
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
都

市
計
画
決
定
の
た
め
の
予
算
と
関

連
事
業
の
委
託
料
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
２

０
０
１
年
度
の
予
算
に
含
ま
れ
、

同
年
度
中
に
完
了
し
な
か
っ
た
た

め
、
市
長
は
繰
越
明
許
費
を
提
案

し
た
が
、
議
会
は
こ
れ
を
否
決
し

た
。
市
長
は
そ
の
後
、
議
会
意
思

に
反
す
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し

た
上
で
、
同
予
算
を
流
用
に
よ
り

措
置
し
執
行
し
た
。
議
会
の
議
決

権
を
侵
害
す
る
違
法
な
予
算
執
行

で
あ
り
、
断
じ
て
承
認
で
き
な
い
。

す
。
こ
の
広
報
誌
は
、
学
校
等
に

配
布
さ
れ
て
お
り
、
委
員
か
ら
表

現
に
つ
い
て
は
、
賛
否
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
で
は
、
各
施
設
の　
2CO

削
減
や
市
役
所
公
共
施
設
に
あ
る

自
動
販
売
機
で
の
ミ
ニ
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
販
売
を
削
減
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
問
題
で
は
、
教
育

長
か
ら
性
教
育
に
つ
い
て
、
性
教

育
は
生
き
る
力
を
育
て
る
と
い
う

観
点
で
大
切
な
内
容
、
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
指
導
し
て
い
く
よ
う
に
し
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
般
会
計
決
算
は　
11

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採

28
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日
か
ら　

日

15

11

10

13

ま
で
の
４
日
間
、
平
成　

年
度
決

14

算
を
審
査
す
る
決
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
の
平
成　

年
度

14

財
政
規
模
は
、
当
初
予
算　

億
４

300

千　

万
円
に
８
回
の
補
正
予
算
２

700
億　

万
７
千
円
を
加
え
、　

億
５

353

302

千　

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

53

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関
係
や

男
女
共
同
参
画
の
施
策
の
中
で
発

行
さ
れ
て
い
る
『
か
た
ら
い
』
の

内
容
、
そ
の
他
環
境
、
教
育
問
題

に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行
れ
ま

し
た
。

『
か
た
ら
い
』
は
、
市
民
ス
タ
ッ

フ
を
導
入
し
、
企
画
、
編
集
、
原

稿
執
筆
、
取
材
等
を
行
っ
て
い
ま

な
比
重
を
占
め
て
い
る
人
件
費
に

つ
い
て
は
財
政
の
改
革
は�
緒�

に
つ
い
た
ば
か
り
で
し
か
な
い
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
く
れ
ぐ

れ
も
市
民
の
皆
様
か
ら
理
解
さ
れ

る
地
方
公
務
員
像
を
目
指
し
て
、

日
々
の
業
務
に
勤
め
る
こ
と
を
前

提
に
本
議
案
に
賛
成
を
す
る
。

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け
て　

％

18

11

に
す
る
と
い
う
説
明
が
担
当
部
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
は
、
総
務

企
画
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
支

給
率
で
は
な
く
、
実
際
の
支
給
額

に
つ
い
て
や
、
改
定
率
が
０
・
８

％
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
企
画
委
員
会
及
び
本
会
議

に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

扶
養
手
当
・
調
整
手
当
等
は
期

末
勤
勉
手
当
に
大
き
く
影
響
す
る
。

今
定
例
会
で
職
務
加
算
が
復
活
し

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
条
例

に
賛
意
を
示
す
こ
と
は
苦
渋
の
選

択
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
経
常

収
支
比
率
を
下
げ
る
こ
と
に
大
き

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
き
、
国

家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
給

与
改
定
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
職
員
の
給
料
等
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
と
の
理
由
に
よ
り
、

市
長
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
内
容
の
大
き
な
項

目
と
し
て
は
、
２
点
あ
り
ま
す
。

第
一
点
は
平
成　

年
度
の
給
与
改

15

定
で
す
。
東
京
都
基
準
の
０
・
８

％
引
下
げ
で
改
定
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、
期
末
手
当
の

３
月
期
の
支
給
率
を
０
・
４
５
月

か
ら
０
・
２
月
に
減
じ
る
も
の
で

す
。

　

第
２
点
は
、
調
整
手
当
の
支
給

率
を　

％
か
ら　

％
に
改
正
す
る

10

11

と
い
う
も
の
で
す
。
調
整
手
当
も

東
京
都
と
同
様
に　

％
に
引
き
上

12

げ
る
予
定
だ
が
、
今
回
は
平
成　
16

平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会

14

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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　　緑町踏切に仮設された歩道橋
東京都での要望書提出風景（左は森戸議長）
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